




 

昨年度にひきつづき,酵素的サイクリング法の原理による自動分析装置の開発をすすめた。

その大筋は昨年度に試みられ,部分的には作動したが,本年度はこの装置を細部にわたり検

討し,多少の問問点はあるが,一応実用化への道を開くことができた。 


